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バーミューダグラス給与が黒毛和種肥育牛の

産肉性に及ぼす影響

五島 貴'・橋田勝明*・長田主孝次*・悶 章生市事

要約

稲ワラ代替え銅料としてのパーミューダグラスが黒毛和種肥育牛の産肉性に及ぼす影響について

検討した.黒毛和種去勢牛8頭を用い，組錦料としてパーミューダグラス乾草を与えたものをパー

ミューダグラス区 (4頭)，稲ワラを与えたものを稲ワラ区 (4頭)とした.

l 体重及び増体量はパーミューダグラス区と稲ワラ区の間に有意な蓋は見られなかった.

2 第一胃液中アンモニア濃度とプロピオン離割合は，試験前半にパーミューダグラス区が有意に

い{直告示した.

3 血築中GOT及び7心TPはパーミューダグラス震が高い傾向を示した.

4 枝肉重量，絢最長筋面積，脂肪交雑，肉色，パラ厚及び皮下脂肪厚は両産で有意な差が認めら

れなかった.

5 以上の結果から，黒毛和種の肥育においてパーミューダグラス乾草は稲ワラ代替え飼料として

用いることが可能であることが確認された.

Effects of Dietary Bermudagrass on Growth and 
Meat Quality in Japanese Black Steers 

Takashi GOSHIMA， Katsuaki HASHIDA， Shoji NAGATA and Akio OKA 

Summary 

The effects of bermudagrass on growth and beef quality of Japanese Black steers were 
investigated. Eight steers， which were 12 months old， were divided into two groups a 
bermudagrass group (B) and a rice straw group (弐).The B and R groups were fed 
bermudagrass and rice straw as roughage respectively. 
(1) There were no significant differences in body weight and average daily gain between B 
and R. 
(2) The ruminal ammonia concentration and propionate proportion in B were significantly 
higher than those in R at the early stage. 
(3) The plasmaconcentrations of GOT and r -GTP tended to be higher in B than in R. 
(4) There were no significant differences in carcass weights， longissimus muscle areas， 
marbling， color， rib thickness nor subcutaneous fat thickness between the two groups. 
(5) These results suggest that bermudagrass can be fed to the fattening cattle of the 

Japanese Black breed instead of rice straw. But the s-carotin concentration of bermudagrass 
and the fiber concentration of feed must be checked when bermudagrass is fed to fattening 
cattle. 

キーワード:黒毛和種去勢牛，パーミューダグラス，粗鋼料，肉質，増体

緒 十溺

黒毛和種肥育牛には粗飼料として主に稲ワラが給与さ

れている.近年，米作の機械化，生産調整により器内藤
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稲ワラの確保が難しくなり，輸入稲ワラへの依存度が増

加してきた. しかし，稲ワラの輸入先である中国，台湾，

韓国で1997年に口蹄疫の発生が報告されてからは輸入稲

ワラの安定確保も閤難となっている.一部の農家では稲

ワラに変わる粗飼料としてパーミューダグラス，ペレニ

アルライグラスを給与しているが，黒毛和種の肥育でそ

れらと稲ワラを詳細に比較検討した報告はない.そこで，
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今回は稲ワラ代替え館料としてのパーミューダグラス乾

草が黒毛和穏肥育牛の産肉性に及ぼす影響を検討した.

材料及び方法

1 供試牛及び臨分

12か月齢の黒毛和種去勢牛8頭を用い，給与粗館料に

より稲ワラ区(菊井土井産子4頭)とパーミューダグラ

ス区(菊井土井産子3頭，幸豊土井産子1頭)に分けた.

粗飼料として稲ワラ区には稲ワラのみを給与し，パー

ミューダグラス区にはパーミューダグラス乾草のみを稲

ワラ区と同量与えた.なお，用いた粗鋼料の分析備を表

1に示した.濃厚鯛料は表2に示したものを両区とも問

量給与した.給額は朝夕 2回行い，残飼を毎日測定した.

体重は毎月測定し， 30か月齢でと畜した.また， ビタミ

ンA は試験開始時に100万 IU を経口投与し，十 20~25か

月齢時には3000IU日ー¥26か月齢以韓は5000IU日叶

を飼料に添加して与えた.また，ノイーミューダグラス区

には24か月齢特に，稲ワラ区には25か月齢時に100万IU

を経口投与した.

2 血液性状

血液は12か月齢から26か月鱗まで2か月間隔で採取し，

血清中総コレステロール，尿素窓素， GOT， ト GTP，

ピタミンA及びβーカロチンを測定した.総コレステロ

ール，尿素護憲， GOT及びr-GTPは血液自動分析機

(富士ドライケム5500，菖士フィルム)により測定した.

ビタミンAとβ"カロチンは高速液体クロマトグラフで

分析した.

3 第一胃液性状

第一腎液を12，14， 18， 24及び30か月齢(と畜能)時

の飼料給与 6~7 時間後に採取し，第一胃液中アンモニ

ア濃度は自動分析機 (KJELTECA UTO SAMPLER 

SYSTEM 1035 Analyzer， tecator，スウェーデン)を

用いて測定した.樺発性脂肪酸の測定はガスクロマトグ

ラフ CGC-14B，島津製作所)を用いて行った.すなわ

ち，第1胃液2.5mEIこ24%メタリン酸 (3N硫酸に溶解)

を0.5mE加え l夜以上室混で静置し，その後3500rpmで

表1 稲ワラとパーミューダグラス乾草の分析値

項 目 稲ワラパーミューダグラス

乾物(%) 89.1 90.8 
粗資自費(DM%) 3.6 6.1 

粗脂肪 (DM%) 1.2 1.4 

粗繊維 (DM%) 37.6 28.4 
N D F (DM%) 71.4 66.1 

粗灰分 (DM%) 12.5 6.7 
βカロチン (mg/kg) 0.8 0.2 

15分間違心分離して得られた上講をガスクロマトグラフ

に注入した. ガスクロマトグラフには 5% Thermon-

1000十0.5% H 2 P04 on Chromosorbw A W -DMCS 
(80/100)を充填したガラスカラム (2.1m x 3.2mm) 

を装着し，カラム恒温槽温度150
0

C，注入口温度200
0

Cで

分析を行った.

4 枝肉性状

枝肉性状は日本食肉格付協会の牛枝肉取引規格に従っ

て評価した.また，枝肉断面の胸最長筋内(ロース芯)

脂肪を採取し，ガスクロマトグラフによりミリスチン駿

(C14 : 0)， ミリストレイン酸 (C14: 1)，ノ'1)レミチン按

(C16 : 0)，パルミトレイン酸(C16: 1)，ステアリン酸

(C18 : 0)， オレイン駿 (C18:1)， リノール酸 (C18:2)， 

リノレン酸(C18:3)，アラキジン駿 (C20:0)の組成

を分析した 6)

5 統計処理

データは平均値土標準嬬差で示した.パーミューダグ

ラス箆と稲ワラ毘の平均値の比較にはStudent'st-test 

あるいはWelch'st-testを用いた. 2群の分散が等しい

場合にはStudent'st-test， 2群の分散が等しくない場

合にはWelch'st-testを用い.. Pく0.05の楚を有意であ

ると考えた.

結 果

1 飼料摂取量，体重及び一日増体量

濃厚錦料の TDN摂取量は稲ワラ毘がやや多い額向を

示し，組鯛料はパーミューダグラス区が多い傾向を示し

た(表3).体重及び一日増体量は，調区の間に有意な

差がみられなかった.

2 第一関液性状

第一胃液中アンモニア濃度は， 14か月齢特にパーミュ

ーダグラス区が稲ワラ毘よりも有意に高くなり，その後

もパーミューダグラス区が高い傾向を示した(図1).

揮発性脂肪酸組成では，酢酸は稲ワラ区が高い{頃向を示

表2 給与問料

項 自
月齢

12-15 23-30 

濃淳飼料配合割合(%)

庄ペン大変 20 35 45 
圧ペンとうもろこし 20 20 25 
一般ふすま 45 35 25 
大豆粕 15 10 5 
TDN (%) 70.6 71.6 72.9 
組蛋白質(%) 17.7 15.5 13.1 
濃厚鈎料給与量 (kg) 3.5-5.0 5.5-7.0 7.0 
粗館料給与量 (kg) 2.5 2.5-1.5 1.5-1.0 
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表3 TDN摂取量，体意及び 1B増体量

項 自 稲ワラ ノイミューダグラス

TDN摂取量 (kg)

濃厚飼料 2480 2405 

粗飼料 327 435 

~ コ 言十 2806 2841 

体重 (kg)

試験開始時 (12か月齢) 316.8土19.8 314.8土29.6

試験終了時 (30か月齢) 640.3土29.7 624.5こと86.6

1日増体量 (kg) 0.62土0.03 0.59土0.11

表4 枝向性状

項 自 稲ワラ パミューダグラス

枝肉重量 (kg) 394.5土26.4 391.5土61.7

脂肪交雑 (BMSNo.) 5.3士1.5 6.0土 0.8

肉 色 (BCSNo.) 4.5土 0.6 3.8土 0.5

ロース芯面積 (CI1f) 49.3土 9.7 51.0土 9.7
パラ (crn) 7.4土 0.3 7.2土 0.9

皮下脂肪摩 (crn) 2.8土 0.4 2.2土 0.4

表5 胸最長筋内脂肪の脂肪酸組成(%)

結肪酸組成 稲ワラ

C16 : 0 29.1 

C16:1 3.7土0.3

C18: 0 11.5土0.6

C18: 1 47.8土1.0

C18: 2 1.4土0.1

飽和脂肪酸 44.9土1.0

モノ不飽和脂肪酸 53.6土1.0

多価不飽和脂肪酸 1.5土0.1

・:稲ワラ匿との聞に有意差あり (p

パミューダグラス

29.4土1.5
4.4土 0.3・
9.9 ごと 0.6・
47.8 こた 2.5 

1.4土 0.1
43.8 こた 2.6 

54.7土2.4

1.4土0.1

<0.05) 

し，プロピオン離は14か月齢時にパーミューダグラス区

が有意に高くなった(図2). 

3 血液成分

血築中総コレステロール及び探索蜜素濃度は試験期閣

を通じて有意な差は認められなかったが， GOT， y-

GTP濃度はパーミューダグラス区が稲ワラ毘よりも

い傾向を示した(陸3).16， 18か月齢持の血築中ビタ

ミンA濃度は稲ワラ震がやや高い傾向を示した.また，

24か月齢時にはパーミューダグラス区が有意に高くなり，

26か丹齢時には稿ワラ区が高い値を示した. これはこの

時期のどタミンA投与 000万IU)に1か月のずれがあ

ったためと考えられる.血撲中月-カロチン濃度は試験

開始時約50μg/dPであったが 2か月後に両震ともに

しく低下した.その後は概ね稲ワラ広が高い値を示し

fこ.

4 枝肉性状

枝肉性状では，脂肪交雑，肉色，パラ厚及び皮下脂肪
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図2. 第…胃液中海発性脂肪般の推移

*.稲ワラ区とバーミュダグラス蕊の関に有意差あり (pく0.05)

j享は両区で有意な農が認められなかった(表4).

綿最長筋肉脂肪の脂肪酸組成では， C16: 1はパーミ

ューダグラス区が有意に高く， C18: 0は稲ワラ認が有

意に高い値を示した(表5). しかし， モノ不飽和脂肪

酸は両包の調に有意な差は認められなかった.

考察

飼料は碍区とも間最を与えたが，パーミューダグラス

認では濃摩錦料摂取量が稲ワラ区よりもやや低くなった.

第一胃機能を維持するためには繊維が必要であり，病的

な症状を引き起こさないための最低繊維含量(乾物中)

は粗繊維7%，中性デタージェント繊維 (NDF)16% 

であると言われているり.試験後半の飼料中粗繊維及び

NDFは，稲ワラ区が8.2及び23.5%，パーミューダグラ

ス区が5.8及び20.4%と，パーミューダグラス区は稲ワ

ラ区に比べ低くなっていた.乾物摂取量は NDFが31以

下の時は NDF含量の減少に伴い減少することが報告さ

れておりへ今自の試験においても錦料中 NDF含量が

濃厚錦料摂取量に影響した可能性が考えられる.しかし，

ノfーミューダグラスは稲ワラに比べTDNが高いため総

TDN摂取量には鷲がみられず，増{本量も両区で有意な
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差は認められなかった.

第一腎性状では，アンモニア濃度が試験前半にパーミ

ューダグラス区で高くなったが，その様閣の一つにパー

ミューダグラスの粗蛋白質が稿ワラよりも高いことが考

えられる.また，揮発性指崩駿ではプロピオン酸割合が

14か月齢時にパーミューダグラス区で有意に高い績とな

った.これはパーミュ…ダグラスと稲ワラの TDNの違

いによるものと思われる.

血紫中GOT， r -GTP は，パーミューダグラス区で

すーミューダグラスの給与量が多い肥育前期に高くなり，

肝臓障害が疑われた.この時期パーミューダグラス区で

は第一胃液中アンモニア濃度が上昇しており，これが肝

臓障害に関与したものと考えられる.

β" カロチン含震はパーミューダグラスで、0.5~46mg

kg…\稲ワラでは0~9.3mg kg山 1であることが示されて

おりへノイーミューダグラスの分析結果にはかなりバラ

ツキがある.今回帰いたパーミューダグラスの β剛カロ

チン含量は0.2mgkg“!と著しく低い値であり，対日現に用

いた稲ワラの0.8mgkg司 1よりも低かった.血紫中s-カ

ロチン濃度は給与飼料を反映し，ノfーミューダグラス区

が稲ワラIRよりも低くなった.s-カロチンは摂取され

ると腸粘膜でビタミンAに転換される. ピタミンAは肥

育牛の脂肪交雑形成に影響し，肥背中期にビタミンAを

低レベルにすると脂肪交雑が良くなることが報告されて

いるιη. 今回の試験ではパーミューダグラス窪と稲ワ

ラ区で脂肪交雑に差は見られなかったが， s暢カロチン

含量の高いパーミューダグラスを与えると脂肪交雑が低

下する可能性がある.

牛肉の美味しさは脂肪酸組成によって大きく影響され，

C18: 1などのそノ不飽和脂肪酸割合が多いと風味が良

いと言われている 1.2.8) C16: 1及びC18:0割合には

ノf・・-ミューダグラス給与の影響がみられた. しかし， モ

ノ不錨和脂肪酸割合は時区で差がみられなかったので，

肉の風味に対するパーミューダグラスの影響はほとんど

ないものと考えられる.

増{本量及び枝肉性状はパーミューダグラス区と稲ワラ

区で顕著な差が認められなかったことから，パーミュー

ダグラスは稿ワラの代替飼料として用いることが可能で

あると考えられる. しかしながら，パーミューダグラス

は稲ワラよりも NDFが低く" TDN，槌蛋白質が高いの

で，間最を給与した場合は稲ワラ給与より濃厚銅料多給

の状態になる. したがって，黒毛和種の肥育において稲

ワラの代;わりにノイーミューダグラスを用いるE寺は， β" 

カロチン合量を確認し，さらに全錦料中の繊維率を最低

必要量(粗繊維乾物当たり 7%)以上にする必要がある.
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